
第５回アリーナ整備検討会議 次第 
 

日時：令和７年４月３０日（水）１０時３０分～ 
場所：岡山市役所本庁舎 ３階 第３会議室 

 
 
１ 開  会 

 
 
２ あいさつ   座 長  大森 雅夫 
         副座長  松田 久 
 
 
３ 内  容  （１）追加調査結果について 

（２）事業手法の検討について 
（３）寄附募集について 

（４）その他 

 

４ そ の 他 
 
 
５ 閉 会 
 

 
 

配付資料  資料１ 岡山市多目的屋内施設（アリーナ）整備に係る追加調査業務 
資料２ ＢＴ＋コンセッション方式について 
資料３ アリーナ整備手法に関する意見交換会の結果報告（まとめ） 
資料４ 財源内訳についての岡山市の考え方 
資料５ アリーナへの歩行者のアプローチについて 
別 冊 企業版ふるさと納税リーフレット 



アリーナ整備検討会議メンバー                 

氏 名 所属及び役職名 摘要 

大森 雅夫 岡山市長 座長 

松田 久 岡山商工会議所 会頭 副座長 

田口 裕士 岡山市議会議長 顧問 

髙谷 昌宏 岡山商工会議所 副会頭  

延原 正浩 岡山商工会議所 スマート・ベニュー構想実現委員会委員長  

髙橋 邦彰 岡山商工会議所 専務理事  

神崎 浩二 岡山県経済団体連絡協議会 事務局長  

野田 令 一般社団法人岡山経済同友会 地域振興委員会委員長  

長澤 健一 株式会社日本政策投資銀行 岡山事務所所長   

岩田 修 岡山市スポーツ文化局長  

三村 聡 岡山大学名誉教授  

三浦 孝仁 IPU 環太平洋大学・体育学部長／IPU スポーツ科学センター長  

林 恒宏 岡山理科大学 経営学部経営学科教授  

松井 守 公益財団法人岡山県スポーツ協会 専務理事  

髙田 さゆり 岡山シーガルズ（岡山シーガルズ株式会社 取締役）  

中島 聡 トライフープ岡山（株式会社ＴＲＹＨＯＯＰ 代表取締役）  

羽場 誠 岡山リベッツ（株式会社岡山リベッツ 代表取締役）  

北川 真也 ファジアーノ岡山（株式会社ﾌｧｼﾞｱｰﾉ岡山ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ 代表取締役会長）  
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○

○

羽場 誠
(岡山リベッツ)

北川 真也
(ファジアーノ岡山)

○

神崎 浩二
(岡山県経済団体連絡協議会事務局長)

岩田 修
(岡山市スポーツ文化局長)○

○

延原 正浩
(岡山商工会議所
スマート・ベニュー構想実現委員会委員
長)

【代理出席】森　健太郎
（岡山商工会議所副会頭）

○

髙橋 邦彰
(岡山商工会議所専務理事)

○

 三浦 孝仁
(IPU環太平洋大学・体育学部長/

IPUスポーツ科学センター長)

○

○

野田 令
(岡山経済同友会地域振興委員会委員
長)

長澤 健一
(日本政策投資銀行岡山事務所所長)

髙田 さゆり
(岡山シーガルズ)

中島 聡
(トライフープ岡山) ○

○

髙谷 昌宏
(岡山商工会議所副会頭)

○○

第５回アリーナ整備検討会議　配席表

令和７年４月３０日（水）10：30～12：00

市役所本庁舎第３会議室

田
口
 

裕
士
 

顧
問

(

岡
山
市
議
会
議
長

)

松
田
 

久
 

副
座
長

(

岡
山
商
工
会
議
所
会
頭

)

大
森
 

雅
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座
長

(

岡
山
市
長

)

○

三村 聡
(岡山大学名誉教授)

○ ○

○

林 恒宏
(岡山理科大学経営学部教授)

松井 守
（岡山県スポーツ協会専務理事）

○

事 務 局

報 道 席

随行者ほか
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資料１
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BT＋コンセッション方式について

PFI事業の一種であり、利用料金の徴収を行う公共施設等について、施設の所有権を公共が有したまま、
その一部を公共施設等運営権として民間事業者に設定する事業方式

BT+コンセッション方式とは

事業費イメージ

＜従来手法＞ ＜BT＋コンセッション＞

※１ 非貸館収入・・・広告収入、飲食物収入、VIPルーム使用料などを想定
※２ 運営権対価・・・民間事業者が公共施設等の運営権取得に対して公共団体等に支払う対価

資料２

設
計
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建
設
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建設時

（イニシャルコスト）

①
市
の
負
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額
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収入(※1)貸館
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（利用料）
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運営

による
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設
計
・建
設
費

建設時

（イニシャルコスト）

①
市
の
負
担
額

非貸館

収入(※1)

貸館

収入

（利用料）

運営時

(ランニングコスト)

運営

による

支出

運営権

対価

収益

拡大

民間

ノウハウ

利益

民間

ノウハウ

収益

拡大

利益の○年分を想定し、建設費へ充当
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アリーナ整備手法に関する意見交換会の結果報告（まとめ） 

 

 

○ＰＦＩ手法は、設計施工や管理運営が個別契約となるＤＢＯ方式に比べ、ＳＰ

Ｃが全業務に対して全責任を負うほか、ＳＰＣに対する金融機関による財務

面でのモニタリングが実施される等、事業の安定性が高い。 

 

○アリーナのように収益が期待できる施設では、自由度の高い運営により利益

を上げられる環境を整備することで独立採算の実現性が高まる。 

 

○ＰＦＩ手法において、公共施設の運営権を⺠間事業者に設定し、自由度の高い

運営を可能とする「コンセッション」方式が出てきている。 

 

○官⺠連携の具体的な取組として、コンセッション方式は国も推奨しており、ス

ポーツ施設において、ＰＦＩ手法により国内で実施された５４事業のうち、独

立採算を前提としているものが 8 件（うちコンセッション方式が７件）ある。 

 

○コンセッション方式は、導入から日が浅く、実績が少ない。また、自由な運営

への過度な配慮により、公の目的が阻害されぬよう適切な配慮も必要となる。 

 

○コンセッション方式の採⽤には、⺠間事業者の参加希望が必須のため、引き続

き事業への参加を検討している事業者等との丁寧なコミュニケーションを取

りながら、実現の可能性を見極めていく必要がある。 
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財源内訳についての岡山市の考え方 資料４

考え方

○国の補助金 １／３程度を想定
○国の補助金のほか、有利な市債等の活用を想定
○岡山市の一般財源部分（約100億円）の負担をどのように考えるか
○市外にも経済波及効果が及ぶことから、岡山市だけでの負担では市民の理解が得られにくい
○これまでの調査結果から、岡山市の負担は半分の50億程度と考える

財源イメージ

概算事業費　２８０億円 国費　９０億円 岡山市（※起債）　９０億円 岡山市（一般財源）・寄附金等　１００億円

※公共事業等債
　充当率：90％
　算入率：22.2% 　18億円

岡山市 ５０億円 ５０億円

補助対象経費
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